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コロナが終息すると思われた２０２１年が終

わり、新しい年がスタートしました。長引くコ

ロナ禍ではありますが、今後も徹底した感染症

対策を講じて本市の教育活動を行って参りま

す。また、「学校教育だより」を本年もよろし

くお願い致します。 

さて、１２５号では昨年末に行われた全日本

吹奏楽コンクール、全日本小学生バンドフェス

ティバル・マーチングコンテスト、日本学校合

奏コンクール2021全国大会グランドコンテ

ストの結果を特集します。また、今年度の公開

研究会はオンライン・オンデマンドで開催しま

したので、その様子を紹介します。 

－１－ 

ウィンターカップ出場・春高バレー出場・ボクシング新人戦５階級制覇 

３・４ページ目の特集を御覧ください。 

発行・編集 習志野市教育委員会 

☎ 047-451-1151（代表） 

習志野市ホームページ 
学校教育だよりはこちら 

から御覧いただけます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

教育長 小熊 隆 

 新年おめでとうございます。皆様におかれましては、輝かしい新春を健やかに迎えられま

したことを、心よりお慶び申し上げます。また、日頃より本市の教育行政に対しまして、ご

理解とご支援を賜っておりますことに深く感謝申し上げます。 

昨年は、まさにウィズ・コロナ時代がスタートし、一昨年において中止となった活動も、

形を変えて実施することが出来ました。東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催

もその一つであり、習高ＯＢである体操の萱選手をはじめ、選手の活躍に感動と興奮の連続

でした。一方、学校スポーツでは、習高においては、ソフトボール部が全国選抜大会準優勝、

続くインターハイでは男子柔道部が個人で上位入賞、さらに男子バスケットボール部がウイ

ンターカップ初出場、男子バレー部が春高バレー１５年連続出場を果たすことができました。

中学校においては、県総体で第七中男子バレー部と第四中男子体操部団体が優勝、第二中女

子ソフトボールが準優勝し、関東大会出場を果たしました。さらに、多くの個人種目でも上

位入賞するなど逆境を克服してプレーする姿を目にするたびに、私たちが勇気をもらってい

ることに気づかされました。音楽活動においては、習高をはじめ、多くの小・中学校が全国

コンクールに出場し、トップクラスの活躍で「音楽のまち習志野」を示すことができました。 

 さて、学校教育では、昨年４月から小・中学校全ての児童・生徒に一人一台のタブレット

端末を整備し、ノートや鉛筆と同じように「新しい文房具」として活用しております。また、

国の実証事業に応募し、一部教科でデジタル教科書が導入され、「視覚的に捉えられるのでと

ても理解が深まった。」との声も届いております。今後も整備されたＩＣＴ環境を最大限に活

用し、本市が目指す「高水準な教育の展開」に取り組んでまいります。 

生涯学習では、一昨年の習志野隕石に続き、屋敷貝塚における縄文時代の遺跡が発見され、

話題を提供した年となりました。一方でコロナ禍の続く中、施設を閉鎖するのではなく、感

染症対策を十分講じた上でそれぞれの学習活動が展開し、生涯学習複合施設「プラッツ習志

野」をはじめ、公民館や図書館、スポーツ施設など、多くの市民の方にご利用いただきまし

た。今後も創意工夫をしながら、生涯学習の推進と地域の活性化を図ってまいります。 

今年の干支である「寅（とら）年」は、芽を出したものが「成長していく」「見えてくる」

年とされています。ウィズ・コロナの時代だからこそ見えてくる新しい芽を大切にし、皆様

が大きく成長できる年となりますようご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

 

「逆境にも負けない新しい芽」 

 

習志野市教育委員会  
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部長 村山花菜さん 

弦楽四重奏  
弦楽八重奏  

クラリネットソロ 

 

部長 河邉美優さん 

  

部長 須田菜々花さん 顧問 猪谷智穂先生 

 
２年振りに開催された「吹奏楽コンクール」と「マーチングコンテス
ト」、昨年度も開催された「学校合奏コンクール」に大会別の三チーム
に分かれて参加しました。今年はどのチームも全国大会で金賞を受賞
することができました。伝統への重圧だったり、思うように練習が出来
なかったり、苦しい思いをすることもありましたが、最後の大会でよい
演奏が出来て、とても嬉しく思っています。これまでに沢山の方々に支
えていただきました。とても感謝しています。この栄誉を胸にこれから
も努力を続けていきたいと思います。 

 
 

 

部長 相 みのりさん 

今年度は、昨年度の3年生の分も背負ってのコンク

ールでした。演奏をするたびに、３年生の先輩方を思

い出していました。その中で、今年度は最高の結果を

残すことができ、とても良かったです。今は 2年生が

主体の活動になりましたが、来年度はシード校になる

ので誇りを持って頑張ってもらいたいです。  

 

 

 

全日本小学生バンドフェスティバルでは、「サウン
ド オブ ミュージック」の曲に合わせ、マーチングを
披露しました。大阪城ホールの雰囲気に緊張しながら
も、今までの演奏の中で一番良い演奏演技を披露する
ことができました。たくさんのご声援、ありがとうご
ざいました。結果は銅賞でしたが、部員全員が「悔い
のない演奏」をすることができました。 

 
 

 
 

今年は「星のように輝き始めよう」という意味を込
めて、「輝始廻星」という目標を掲げました。私たち
の代は 1 年生では全国大会に出られず、2 年生では
感染症で大会中止になってしまったので、今年こそ
は絶対に全国大会に出たいと思い、練習に励んでき
ました。大変なこともありましたが、みんなで協力
し、目標を達成することができて、嬉しかったです。 

 
 

全日本マーチングコンテストでは銀賞受賞となり
ました。4回連続で金賞をとることはできませんでし
たが、お客様の前で演奏できたことを本当に嬉しく
思います。応援いただいた多くの方々のご支援のお
かげです。これからより一層、感動・感謝をお届けで
きるよう精進していきます。これからも応援のほど
お願いいたします！ 
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試合の序盤では自分たちの持ち味であるブロッ
クで相手を封じ込め、習志野らしいバレーをする
ことが出来ました。しかし終盤ではブロックで相
手の攻撃を抑えることができず、自分達の細かい
ミスも続き連続得点を与えてしまう苦しい展開に
なってしまいました。結果とともに更なる課題が
出た大会になりました。春高本戦までに、個人の
力、チームの力をもうワンランク上げて全国優勝
を目指します。高校バレーの集大成として、今ま
で支えてくださった方々へ感謝の気持ちを忘れ
ず、最後まで戦い抜きます。 

部長 平山 大陸さん 

 

 

            
 
 

 

 

ライトフライ級  福留 想大 さん 

フライ級     島畑 翔  さん 

バンダム級    石田 歩  さん 

ライト級     鎌田 士竜 さん 

ライトウェルター級  山田 真之介 さん 

 

県内予選では、チームが波に乗れなかったり自分
達の持ち味であるシュートが入らなかったりする
など、苦しい場面が多くありました。しかし、そこ
で諦めずチーム全員で声を掛け合い、気持ちを一つ
にして掴んだ優勝はとても嬉しかったです。全国大
会では、習志野高校の名を多くの人達に知ってもら
えるような活躍をしていきます。 
応援よろしくお願いします。 

部長  伊星 洲一郎さん 

今回の新人大会では、八階級中、五階級で習志野が優
勝し、優勝者含め、８人の選手の関東ブロック出場が決
まりました。代が変わり、初めての関東大会以上の大会
出場になるので、無観客ではありますが、見ている方々
へ少しでも勇気を与えられるような試合をし、千葉県
代表として、習志野高校の代表として全力で頑張って
いこうと思います。 部長 鎌田 士竜さん 

１１月１２日（金）、第一中学校３年生

の近藤奈乃葉さんへ習志野警察署より感謝

状が贈呈されました。近藤さんは、迷子に

なっていた女の子に声をかけて保護し、交

番に送り届けました。贈呈式では、警察の

方より「事件等に巻き込まれる前にご両親

のもとに帰すことができた」と感謝の言葉

が伝えられました。近藤さんは、「声をか

けなければ、女の子が事故に遭っていたか

もしれない。助けられて良かった。」と笑

顔で話していました。近藤さんは、大雨の

なか傘も差さずに一人で歩いていた女児に話

しかけ、自分の上着をかけてあげ、交番まで

無事に送り届けました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－５－ 

 

 

 

 

この度、全日本学校歯科保健優良校奨励賞を頂きました。
本校は学校歯科医の協力のもと、長年にわたり、歯科保健指
導を行ってきました。このような地道な活動を評価いただき、
県・市の歯科保健優良校として表彰を重ねて参りました。コ
ロナ禍においても、歯科医の先生や職員、保護者の方と連携
し今できるベターな活動を模索しています。今の子供たちの
将来の口腔状態に悪影響がでないよう、引き続き感染状況や
子供の実態を見極めつつ、歯を大切にする子どもを育成して
いきたいと思います。 
             養護教諭 杉本 範子 先生 

 

鷺沼小ＰＴＡは昭和２８年の設立以来、交通安全の声掛けや見守り活
動に力を注いできました。さらには子どもの安全の確保には、ＰＴＡはも
とより地域住民の方々の理解や協力が必要という観点から、平成１６年
末に「鷺っ子を守る会」を発足し、その活動の幅を広げ、安全マップの作
成・配布等、交通安全に関する啓発活動も行っています。また、地域の方々
の中には交通安全ボランティアとして交通の要所に毎朝立ち、多くの
方々に見守り活動をしていただいております。この度は、これらの継続し
た活動が評価され、受賞の運びとなりました。 
 

  

夏休みの課題で小学校３～６年生が参加しました 

馬上 愛梨 さん 

東習志野小学校６年  

長沢 柚希 さん 
大久保東小学校５年 藤崎小学校３年 

根本 百々花 さん 

 

【市長賞】 

東習志野小学校５

年 佐藤 梨菜 さん 

【市議会議長賞】 
谷津小学校４年 

佐藤 幹太 さん 

【教育長賞】 
鷺沼小学校５年 

塩見 美優 さん 

夏休みの課題で小学校１～３年生が参加しました 

東習志野小学校３年  

浅沼 文太 さん 

藤崎小学校２年 

東海林 優仁 さん 

実花小学校２年  

大里 彩葵 さん 

谷津南小学校３年 

山田 果凛 さん 

鷺沼小学校は「令和３年度 
千葉県学校体育優良校」にも
選ばれました！！ 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－６－ 

令和 3年度は、小学校 1０校、中学校 1
校の公開研究会が予定されておりました
が、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、学校に参観者を招いて行う例年通りの 
 

 

 
 

習志野初！ 

 

         

                

 

 

 

    

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

                    

           

           

                     

                     

 

 

    

              

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

  「学習意欲を引き出す工夫」 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

開催が難しい状況でした。そのような中、市内各校
が授業実践を確実に積み重ね、他校との合同研修会
や校内研究の成果をＷＥＢ上で公開する等、様々な
工夫をしながら研究の成果を発信しています。 
また、オンライン・オンデマンドという、これま
でにない新しい形式で公開研究会を行った学校もあ
り、市内各校が、他校の提案から学んだことを自校
の実践に生かす良い機会となりました。 
 

        

 

 

 

 

 

 

 

 谷津小 

  

  

秋津小 香澄小 

谷津南小 第四中 

「より良い生き方を目指した道徳科の授業」 

  「学習意欲を引き出す工夫」 
～生徒が主体の参加体験型授業から、

深い学びへ～  

 

 「どの子も輝く生活科・社会科学習の追
究」～対話を通して、学びを深める～ 

「自分とのつながりを拓く生活科・ 
社会科の授業の創造」  

 

 

  

「個々の生徒に目を向け、個性・能力の伸長を図
る」ことを目標に全教科公開され、ICT 機器を活用
した授業が展開されました。授業動画は解説付きで
分かりやすく編集されていました。 
 

児童が道徳的価値について自分ごととして考えら
れる授業を目指し、導入・展開・終末を工夫した授
業や、全体会、講演会の様子が公開されました。児
童が考えを深めていく様子が分かる板書についても
提案されました。 
 

指導方法の工夫～ 

ゲーム・ボール運動領域に特化して「一人一人
が思考・判断し、共に生かし合う授業づくり」に
ついて提案されました。指導案の活動場面ごとに
視聴可能となるよう編集されていました。 

「自ら学び、運動に取り組もうとする
力を育む体育学習」 

生活科・社会科の授業がオンデマンド公開された
他、分科会は学年別にＺｏｏｍで実施され、多くの
教育関係者参加のもと、双方向で活発な意見交換が
行われました。 

対話をしたくなる「魅力ある問い」の設定や、振
り返り活動の充実に重点を置いた授業の様子が公開
されました。ＩＣＴ機器も積極的に活用されていま
した。 

 

～自他と対話することで考えを深める道徳科の 

 

令和３年１２月１７日（金）市長、教育長へ千葉西法人会女性部会よ

り、市内小学校へ書籍が贈呈されました。髙山会長からは、「本年私達

女性部会は設立４０周年を迎えます。女性部会から永年に渡り力を入

れている社会貢献活動「租税教室」「絵はがきコンクール」を習志野市

内の公立小学校で実施させていただいております。当該事業に参加い

ただいている小学生に「租税教室」で税金やお金の大切さを学んでも

らい、同時に本を読んで知識を得ていただければ私達の社会貢献活動、

そして４０周年記念事業を形にできると考え、『税に関する書籍』をお

送りさせていただくこととしました。」とのお言葉を頂きました。 



 

 

                 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年１０月８日（金） 大久保東幼稚園 オンライン公開研究会 
会の進行を円滑にするため

に、司会進行用端末や提案用
端末というように、端末ごとに
役割分担をしていました。ま
た、端末を多く用意しておくこ
とで、通信等の不具合やマシ
ントラブルへの対応が可能に
なり、会の中断といったリスク
の回避にもつながります。 
その反面、端末が増える分、

会の段取りや操作の連携を密
にしておくことが大切となりま
す。大久保東幼稚園の先生方
は、公開当日に向けて何度も
練習をされたのだそうです。 

 
提案者用 
端末 

 ホスト端末 

 
園長先生用 

配信映像確認端末 

 
教頭先生用 

司会進行用端末 

発言者や回答者に 
スポットライトを設定 

発言者と回答者が 
強調表示される 

大久保東幼稚園では、Zoom を使ってオンラ
イン公開研究会を実施しました。参加者多数の
オンライン会議では、参加者の画面が小さく表示
されたり、別の画面に表示されていたりすること
があります。このような中で質疑応答を行う場

合、「スポットライト機能」を活用すると、質問を
する人や回答をする人を画面上に大きく表示す
ることができ、誰が質問をし、誰が答えているの
かがとてもわかりやすくなります。 

ここがポイント！ 「スポットライト機能」をフル活用!! 

－７－ 

 

アート講師さんと一緒に中央図書館の壁面に絵を描き、樹木に

関するミニ知識講座もある催しに、市内小学生２３名が参加しま

した。参加者からは、「ミニ講座をもっと聞きたかった。」「絵が描

けて楽しかった！」との感想をいただきました。 

 

 多くの方々の支えにより、表彰をいただい
たことに感謝いたします。 
 管理職の先生の後押しを受け、千葉県の代
表として、全国の事務職員と仕事をする機会
をいただきました。各地の事務職員との語ら
いは、驚きと刺激の連続で、貴重な経験とな
り、自分の大切な財産となりました。全国の
仲間からもらった力を、習志野市の子どもた
ちの笑顔のために役立てていきたいと思い
ます。ありがとうございました。 

 全国公立小中学校事務職員研究会発
展のために、千葉県の代表としてご活躍
され、学校事務の円滑な運営のために、
永年にわたりご尽力されました。学校内
外を問わず、活躍された御功績により、 
第三中学校 菅原 祐子 事務長が、令
和３年全事研功労者表彰を受賞されま
した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

≪学校の特色≫ 
「さわやか一中生」を合言葉に、「文武両道」を目指し、様々なことに積極的に取り組んでいます。今回は本校の特

色の一つである音楽集会と部活動について紹介します。 
音楽集会は、合唱コンクールとは別に実施されているもので、学年合唱、オーデイションにより選ばれたメンバーに
よる独唱や管弦楽部の発表を公開しています。今年度は中止となってしまいましたが、ぜひとも再開したい行事です。 

部活動は、全国優勝の経験がある管弦楽・陸上・男子バスケットボールをはじめ、多くの部が全国大会・関東大会
への出場実績を持っています。 
近年の全国大会出場は、陸上部、管弦楽部、野球部の文部科学大臣杯全日本少年春季軟式野球大会が挙げられます。

野球部は千葉県新人大会において平成 30・令和元年度と２年連続で優勝し、全国大会への出場を決めました。(感染症
拡大の影響により令和元年度の全国大会は中止されました。) 

≪おわりに≫ 
学校を取り巻く環境は、時代とともに大きく変わりましたが、これまでの伝統を継承しつつ新たな時代へ柔軟に対
応できるよう保護者・地域の皆様と協力してより良い学校となるよう努力します。 

              (文責 冨田政芳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
習志野市立第三中学校    

 

 

≪学校の歴史≫ 令和３年度は５５周年 生徒数最高は S54 年度 1315 人 
平成 28 年に創立 50 周年を迎えた本校は、昭和 42 年に創立、校章も制定されました。

生徒数 57 名で 9 月に開校。10 月にＰＴＡ結成。45 年には校歌、校旗制定。同窓会設立。     

 

≪おわりに≫学校を取り巻く環境は、時代とともに大きく変わりましたが、これまでの伝統を継承しながらも、新
たな輝かしい歴史の１ページを築けるよう保護者・地域・関係機関の皆様とのつながりを大切にしながら、地に足
をつけて、より発展していけるような学校づくりをしていきます。          (文責 教頭 花澤 透) 
 

学校教育目標 自ら学び 自ら高め より善く 優しく たくましく生きる生徒 

さざ波寄せる海岸を埋

め立てた場所にあり、知

性を磨き、教養を高め、

情熱を燃やして、広く世

のため人のために役立

つよう、限りなく努力し

やまぬ、おおらかで強い

意志を表現している。

S42.7 

 

校章の由来 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(知的特別支援学級 2自閉症・情緒特別支援学級 2) 

生徒数 357 名 学級数 15 
 リレー連載 

No.９ 

職員8生徒5７でスタート（S42.7.20） 創立当時の学校周辺の風景（S42） 
校旗作成披露（S45） 

野球部・サッカー部・女子バレーボール部(S55) 
野球部(S57)  

 

ソフトボール部(S56,57)  

女子バレーボール部(S58)  陸上競技部(S62,H26)  

サッカー部(S55)  

その他県大会上位入賞多数  

柔道・バドミントン部 (H3,4)  

優良 PTA  (H21)  

男子バレーボール部(S62,H26)  

小さな学校で大きな教育をモットーに、小

規模校のよさを生かしたきめ細かな生徒指

導のもと、すくすくと育つ三中生を見守り

指導していきます。古くても愛着のある校

舎、校庭を工夫して活用し、大切にします。 

－８－ 

 

 


